トップアスリート支援事業交付金交付要綱
平成31年３月11日
告示第14号
（目的）
第１条　この要綱は、スポーツ競技においてトップアスリートとして活動し、スポーツを通じた地域活性化など、町内外の人々から広く共感を得られる取り組みを行う個人や団体を支援することを目的に交付金を交付するものとし、その交付に関しては、北広島町補助金交付規則（平成17年北広島町規則第50号）に規定するもののほかこの要綱に定めるところによる。
（用語の定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1)　トップアスリート　現役のスポーツ選手として活動し、全国大会で優秀な成績を有する者又は国際大会に出場実績を有する者のことをいう。
(2)　個人　トップアスリートとして現役で活動している者で今後、全国大会、国際大会での活躍が期待できる者のことをいう。
(3)　団体　トップアスリートが所属する町内を拠点に活動する団体又はトップアスリートを後援する団体のことをいう。
(4)　交付金　交付対象団体からの事業提案をもとに、本町がふるさと寄附制度を活用し、広く寄附を募り、集まった寄付金を原資に交付するもののことをいう。
（支援対象）
第３条　交付金の支援対象となるトップアスリートは、次に掲げる要件のいずれかに該当する者とする。
(1)　町内を拠点に活動する団体。
(2)　町内に住所を有し、個人で活動している者。ただし、町内に後援する団体を有すること。
２　前項に規定する団体は、次に掲げる要件の全てに該当する団体（以下、「事業対象団体」という。）とする。
(1)　町内を活動の拠点としていること。
(2)　北広島町長期総合計画及び北広島町スポーツ推進計画に沿ったスポーツを通じた地域活性化活動を行っている団体。
(3)　活動の目的が営利を主としている団体でないこと。
(4)　法人格を有する団体でないこと。ただし、営利を目的としない法人は除く。
(5)　事業の実施から実績報告まで遅滞なく履行できること。
(6)　規約又は会則を有する団体であること。
(7)　宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的とする団体でないこと。
（交付対象者等）
第４条　交付金の対象者は事業対象団体とする。
２　交付金の交付の対象となる事業は、次の各号に定める要件とする。
(1)　スポーツ競技の、トップアスリートが活動する事業であり本町のスポーツ振興を牽引する事業であること。
(2)　スポーツを通じた地域の活性化や地域課題の解決に繋がる地方創生に資する事業であること。
(3)　町内外の人々から広く共感を得られる事業であること。
(4)　特定の政治・思想・宗教等の活動を行う事業でないこと。
(5)　専ら、団体等の利益追求のために行う事業でないこと。
３　交付金の交付の対象となる経費は、別表に定める交付対象経費のうち、町長が適当と認めるものについて交付する。
（交付金額）
第５条　町長は、事業対象団体に対して、予算の範囲内において、交付金を交付する。
２　事業対象団体に交付する交付金は、ふるさと寄附により事業対象団体が実施する事業に対して集まった寄附金から、町が当該事業に要した費用相当額を差し引いた額とする。
（交付対象事業の認定）
第６条　交付金の交付を受けようとする事業対象団体は、別に定めるトップアスリート支援事業募集要項に従い、トップアスリート支援事業認定申請書（別記様式第１号）に次の各号に掲げる書類を添えて、町長に提出しなければならない。
(1)　事業計画書（別紙１）
(2)　収支予算書（別紙２）
(3)　その他町長が必要と認める書類
２　町長は、申請された事業について支援対象の可否を審査するため、選定委員会を置き、選定委員会の組織、運営その他必要な事項は、別に定める。
３　町長は、第１項の規定による申請があったときは、選定委員会を開催し、その審査結果に基づき認定する事業（以下、「認定事業」という。）には、トップアスリート支援事業認定通知書（別記様式第２号）により、不認定とする事業には、トップアスリート支援事業不認定通知書（別記様式第３号）により通知するものとする。
４　事業の認定を受けた団体は、同一の経費に充当する町が交付する補助金、交付金等を受けることができない。
５　町長は、第３項の規定による認定事業において、必要と認められる条件を付すことができる。
（認定事業の期間等）
第７条　認定事業の期間は、前条第３項の規定による支援事業認定通知を受けた年度から起算して３年間とする。
２　認定事業の期間終了後に、再度認定申請書を町長に提出することができる。
（事業の開始及び中止）
第８条　第６条第３項の規定による、認定通知書を受理した団体（以下「認定団体」という。）は、トップアスリート支援事業開始届（別記様式第４号）を町長に提出しなければならない。
２　認定団体が解散等により、認定事業の継続が不可能となった場合は、トップアスリート支援事業中止届（別記様式第５号）を町長に提出しなければならない。
３　町長は、前項の規定により、事業中止届が提出されたときは、トップアスリート支援事業認定取消通知書（別記様式第６号）を認定団体に通知するものとする。
４　町長は、前項の規定に基づき事業の認定取り消しを行った場合は、すみやかに当該事業に対するふるさと寄附金の受付を停止する。
５　町長は、認定取消を行った時点で認定取消を受けた団体に交付されていないふるさと寄附金については、ふるさと基金に積立を行い、町が行うスポーツ振興事業の財源とすることができる。
（寄附の募集）
第９条　町長は、認定団体から前条第１項の規定による事業開始届の提出があった場合は、速やかに町が運営するサイト等に認定事業を掲載し、寄附を募るものとする。
（交付金交付額の決定）
第10条　町長は、第５条第２項の規定に基づき交付金額を決定した後、認定団体に対して、トップアスリート支援事業交付金額決定通知（別記様式第７号）により通知するものとする。
２　交付金の決定時期は、次のとおりとする。
(１)　４月から６月寄附金は、７月
(２)　７月から９月寄附金は、10月
(３)　10月から12月寄附金は、１月
(４)　１月から３月寄附金は、翌年度の４月
３　前項の規定にかかわらず、認定事業の最終年度の３月末までに寄附の申込みを受け、同年４月末までに受納した寄附金は、最終年度の寄附金として取り扱うものとする。
（交付金の請求及び交付）
第11条　認定団体は、交付金額決定通知書を受理後、速やかにトップアスリート支援事業交付金交付請求書（別記様式第８号）を町長に提出しなければならない。
２　町長は、前項の規定による請求があったときは、その内容を確認の上、認定団体に交付金を交付する。
（認定事業の内容変更）
第12条　認定団体は、第６条の規定により提出した事業計画書及び収支予算書に大きく変更が生じるときは、トップアスリート支援事業変更承認申請書（別記様式第９号）に次の各号に掲げる書類を添えて町長に提出しなければならない。ただし、収支予算書における収入の部の交付金部分を自己調達、自己資金にて賄う内訳変更については、変更申請書の提出は不要とする。
(1)　事業変更計画書（別紙３）
(2)　変更後収支予算書（別紙４）
(3)　その他町長が必要と認める書類
２　認定団体は、ふるさと寄附金による寄附金額が、認定申請書の収支予算書（別紙２）に記載している交付金額を上回った場合又は下回った場合には、規定に基づき必要な書類を添えて町長に提出しなければならない。
（内容変更の承認）
第13条　町長は、前条の規定により、変更届の提出があったときは、その内容を審査の上、変更内容が適当であると認めるときは、決定事項をトップアスリート支援事業変更承認通知書（別記様式第10号）により、また適当でないと認めたときは、トップアスリート支援事業変更不承認通知書（別記様式第11号）により、それぞれ通知するものとする。
２　町長は、前項の規定により認定事業の内容変更の承認において必要があると認めるときは、条件を付すことができる。
（実績報告）
第14条　認定団体は、年度末の日から15日以内に認定事業の成果を記載したトップアスリート支援事業実績報告書（別記様式第12号）に次の各号に掲げる書類を添えて町長に提出しなければならない。
(1)　事業実施内容報告書（別紙５）
(2)　収支決算書（当該年度の団体の決算書）
(3)　認定事業の経過並びに成果を証する書類及び写真等
(4)　その他町長が必要と認める書類
２　交付金を団体の構成員に係る報酬・給与及び賃金に充てた場合は、勤務実績が分かる資料及び報酬並びに給与及び賃金の明細をトップアスリート支援事業実績報告書（別記様式第12号）に添えて町長に提出しなければならない。
（交付金の額の確定）
第15条　町長は、前条の規定により実績報告書の提出があったときは、その内容を確認の上、交付金の額を確定し、トップアスリート支援事業交付金交付確定通知書（別記様式第13号）により通知するものとする。
（財産の管理及び処分）
第16条　認定団体は、交付金により取得し、又は効用の増加した機械、器具、備品その他の財産（以下「取得財産等」という。）については、認定事業完了後においても、善良な管理者の注意をもって管理し、交付金の交付の目的に従って、その効率的運用を図らなければならない。
（帳簿等の保存期間）
第17条　認定団体は、交付金に関する経費の収支を明らかにした帳簿、書類等を備え、事業完了の日から起算して５年を経過した日の属する会計年度の末日まで保存しておかなければならない。
（認定の取り消し）
第18条　町長は、認定団体が次の各号のいずれかに該当するときは、その認定を取り消すことができる。
(1)　法令、本要綱又は町長の指示に違反したとき。
(2)　交付金を認定事業以外の用途に使用したとき。
(3)　認定事業の実施に関し不正、怠慢、その他不適当な行為をしたとき。
(4)　その他町長が不適当と認めるとき。
２　町長は、前項の規定により認定を取り消した場合、交付金の交付を停止し、又は既に交付した交付金の全部若しくは一部を返還させることができる。
３　町長は、第１項の規定に基づき事業の認定取り消しを行った場合は、すみやかに当該事業に対するふるさと寄附金の受付を停止する。
４　町長は、認定取り消しを行った時点で認定取り消しを受けた団体に交付されていないふるさと寄附金については、ふるさと基金に積立を行い、町が行う事業の財源とする。
（報告及び調査）
第19条　町長は、必要と認めるときは、事業実施期間の途中においても、次の各号に掲げる事項について報告を求め、又は調査することができる。
(1)　認定事業の状況及び実績
(2)　認定事業の収支及び決算
(3)　認定事業の実施状況
(4)　その他町長が必要と認める事項
（成果の公表）
第20条　町長は、必要があると認めるときは、認定事業の成果について認定団体に発表させることができる。
２　認定団体は、前項の規定により成果の発表を求められたときは、これに応じなければならない。
３　町長は、認定事業の成果を町のホームページ等で公開しなければならない。
（その他）
第21条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。
附　則
この告示は、平成31年４月１日から施行する。
別表（第４条関係）
交付対象経費
	経費区分
	細区分
	支出内容の例示
	交付金活用の可否

	報酬等
	―
	指導者の報酬・給与等
	可
※トップアスリートの指導・育成を行う者に限り交付金額の3割以内で報酬等を支払うことができる。

	賃金
	―
	アルバイト代
	可
※団体等の構成員に係る人件費は否

	報償費
	―
	講習会等での専門家等に対する謝金等
	可

	旅費
	―
	大会出場のための遠征費（交通費・宿泊費・食費）や講習会等の専門家等に対し支払われるもののほか、事業の実施に必須となる団体等の構成員の旅費
	可
※事業の実施に必要な旅費が対象。
団体等に旅費規定がある場合は規定により、ない場合は実費

	交際費
	贈答経費や催事、懇談会等の経費
	香典、花輪、見舞い、祝儀、土産等、行事、式典等に出席する場合の儀礼上必要とされる会費や懇談会等の経費
	※事業の実施に必要な行事、式典等に団体の構成員として出席する場合の儀礼上必要とされる会費や懇談会等の経費は可
個人的な立場での儀礼上必要な経費は否

	需用費
	消耗品費
	事務用品、事業実施の際の小看板等
	可
短期間の使用又は1回の使用で、その性質又は形状を失い、使用に耐えなくなるものの取得経費（取得価格は10万円未満）

	
	燃料費
	木炭、灯油、プロパンガス等、事業の実施に必要な燃料等の購入等に要する経費
	可

	
	食糧費
	弁当、お茶、コーヒー、酒類等
	可
※事業を実施するために必要な講師等への弁当代等は可。団体構成員に係る食事等の経費は否

	
	印刷製本費
	事業の広報ポスター、参加者募集チラシの印刷代、コピー料等
	可

	
	光熱水費
	事業の実施に伴い必要となる電気料金、ガス料金、上下水道使用料等
	可
※団体の活動拠点に係る経費は可

	
	修繕料
	事業の実施に必要な備品等の修繕、補修又は施設等の小規模な修繕等
	可

	役務費
	通信運搬費
	郵便料（切手、ハガキ等）、運搬料（事業の実施に伴う物品の荷造費、運賃等）
	可

	
	広告料
	事業の宣伝等の幟、立看板等による広告費
	可

	役務費
	手数料
	送金手数料等
	可

	
	筆耕翻訳料
	表彰状等の筆耕料等
	可

	委託料
	―
	事業の実施に際して必要な専門家への業務委託等
	可
※事業の主要部分を他に委託するものは否

	使用料及び賃借料
	―
	土地、家屋、会場、会議室等の借上料、バス、タクシーの借上料、高速道路通行料等
	可
※事業の実施に必要なものに限る。

	工事請負費
	―
	事業の実施に必要な施設等の簡易な工事等（リノベーション、内装工事、建具等）
	可
※完成した建築物等は、事業終了後も適正な管理を行うこととし、管理が見込めない場合は否

	原材料費
	―
	事業の実施に際して必要となる原材料の購入費、リノベーションに使うセメント、砂利、木材等
	可

	備品購入費
	―
	性質、形状を変えることなく長期にわたって継続使用に耐える物で取得価額が10万円以上の物品
	可
※購入した備品等は、事業終了後も適正な管理を行うこととし、管理が見込めない場合は否。汎用性の高い物品（パソコン、テレビ等）について、事業の実施に際して特別な理由のない場合は否

	物品購入費
	―
	ふるさと寄附の支援者に対する返礼品の購入費等
	可

	負担金、補助及び交付金
	負担金
	事業実施に必要な講習会の受講料等
	可

	
	補助金等
	他団体等に対する補助金等
	否

	貸付金
	―
	他団体等に対する貸付金
	否



8/27
[image: ]

9/27
[image: ]

10/27
[image: ]

11/27
[image: ]

12/27
[image: ]

13/27
[image: ]

14/27
[image: ]

15/27
[image: ]

16/27
[image: ]

17/27
[image: ]

18/27
[image: ]

19/27
[image: ]

20/27
[image: ]

21/27
[image: ]

22/27
[image: ]

23/27
[image: ]

24/27
[image: ]

25/27
[image: ]

26/27
[bookmark: _GoBack][bookmark: last][image: ]
27/27
image3.png
(14£H)

(24EH)
FARTEBNE

(34H)
TEE ORI RLIA

FRALHRRE

(14:H)

(24H)
AT a—)b
(EZRBIGE) | (34 p

50 3 L&A

EFET D20

DTFEE— 3
R





image4.emf

image5.png
BIFLARAES 2 5 (5 6 ZeBIER)

B
B
il
b
m Jo

LR T R @

by 77 AY — b SRR E

F A AT THEOH T by TT A Y — PEHEDORIEICOWNT, FiLd&
BORBELLOT, by 77 2Y — hARFHELAT AT S 6 &5 3HOMEIC LY
WELET,

G
RE A
L4 :
FRET DA Ve ,
(Rir%) -
34 5
14 M
g ] -
24 :
(Ria%) -
34 H :
FRAGRE IR PHAA £ A H
(3 4F[HD) T F A A
RS





image6.png
BIFLARAES 3 5 (5 6 4eBIfR)

4 A
B
LIRS 0T R (@)
by 7T A Y — b 3RS R E
£ A AfHF CHGEHEDH 72 by 77 AY — B FEOREICONT, F
OBBICLVBETEELADT, by T T RY — FHEFHERTERAHERLE 6 55
SHOBEIC L VML ET,

g}
i3
oy

R DB





image7.png
BIFLARAEE 4 5 (O 8 SBIfR)

sy H H
El N A
(K55 DPTTE
RS DA TR
RFEH KA @

by 77 A Y — bR

£ A AT CHEEREEZZITLTROFEICIONT, FEEMBLIZOT, by
TTAY — b IARFIELAT AT I 8 S OBIEIC KV AR TR L E T,

i
RE WA
PRI B F A H
(34E M) %T (A H

i

FEICET D 2

= w
B | 4y
T T
Il |0 |(I0|I0| 0|0

i)

LA LIA R 24

w
By
il





image8.png
BIFLRRAES 5 5 (5 8 4eBIfR)

£ A E]
El N A

(K55 DPTTE

RS DA TR

RFEH KA @

by 77 AY — bR

£ RS TR EE I TR0
v TTAY — 3R

BRI OWT, FEEFIELEVOT, b

AN BT B 8 R 2HOMEIC L HIbfE &R L E T,
it
WEFRHEA
R E M G £ A A
(B4EH]) 56 £ A H
FeEp o





image9.png
BIFLARAES 6 5 (5 8 4eBIfR)

B
B
il
b
m Jo

by 7T RY — 3R

£ A AT CHIEOH -7 by T AV — FIEFREOBEICONT, Fidd
LBVREEZBHLIOT, by 77 A Y — b ARFIELAT G LA 8 45 3 HOM
WL v@mLET,

Y

T

B
= &l

A E & S
EIE
i DB





image10.emf

image11.png
BIFLARAES 8 5 (O 11 Z:BIER)

El N A

|

FLEITHONT, TRROSFHE S SND LD,

(K55 DPTTE
RS DA TR
RFEH KA

by 77 A Y — b SRR TR

HAHT 55

BCRMEREBAD D ST by T T A Y — FE R
b7 T R Y — bR ABER A oAbt

B 11 FOMEICL VIR LET,

B
il

)
REFEN
(B A A e A e 48
Rl
]
LRI 4 X544
THEFA U5 Y
23kt EEE
e
H&:\A 'LA
. o (7Y HF)
A 35

MR EMOT L AT D2 &,




image12.png
BIFLERAEE 9 5 (O 12 Z:BIER)

sy H H
El N A
(K55 DPTTE
RS DA TR
RFEH KA @

b 7T A Y — b AR A AR R

kS A AT 5 BCHRERTEMODH 7=, by T T AU — hRFE
FIZOWNT, FTROEBVERLILVWOT, Fy 77 RAY — b IABFHELN BT
12 80DOBEICEY Fieo LBV HGFHLET,

)
REFELA
FHRE I B4 £ H H
(34ER) 5E £ H H
SHIEES g
RO FH (B4 A 78 )
(RiAZr) IR 1 L
R (BA 4 RIA H4R )
BEHHKLONE | FELTFHEHEDO LBV

(A E55)
1 H¥EAEFEE (HE3)
2 EEINZTREE (BIHg4)
3 ZOfLEFRR





image13.png
RIHE 3

-
i

\
k:

e
e





image14.png
BIHE 4

1 IADHS

(AL

E) ZE i

15

Ho#e

AL

i

et

Z Ofy

2—1 Mo GB

TEHHEN T D )

(AL

FHATTE T SR
(BiA) (ZEHHI)

FHICET LR
(BliA) (ZEE%)

THE (REGAREL)

S =Y pey
EINE
s e o | | 2

= R &

el

FIV R B A 2%

|t Bk 3

& & F

i AF i

T

F % ¥

B R

i OFE dn 1

Bk R OV {5

7= |

|
1

W A B

L
r

MooR #

At

B E

A

o
Bo

pi S
B | mg

i z

iR AR

ot





image15.png
BIFLARRES 10 5 (G 13 BI6%)

il

m Jo

LR SR R @

b 7T A Y — bR WG A

kS A AT CHEDOH 72 by 77 2 Y — B EEEFAGEHEICON
T, FRROLEBVKRB LD T, by 77 AV — FIBEFRELERTERE 13 &4 1
HOMEIZ L V@M LES,

i
RE A
FEEREWIR | B4R £ A A
(3 4[#) 587 FE A H
EEIE = L
ZSfF 4 FLA I
g (B4 FLIA 7450)
( 4EH)
B M
(B4 LIA 780) T
RONEIE, £ A AT HIES O & - 7228 TR Gt
o LBy LT 5,
CREREIE, by 7T AN — bR ERM SR ERMOED D & 2
AL RF IR B,





image16.png
BIFLARAES 115 (G 13 :BI6%)

il

m Jo

LR SR R @

by 77 A Y — SRS AR

£ A AFHT CHIFED®H o7z by 77 A Y — b AR FHELE T AR FHICON
T, FRROBHICEVEBETEEEADT, by T 7 RAY — b SARFHEAT 22T EM
HIBERE 1 HOBTIC I VA LT,

L





image17.png
BIFLRRAES 12 5 G 14 ZB36%)

# A A
oE B oW R B

A RS OFHE M

kS D%

e @

by 77 AY — bR I

kS A AT 5 BCHRERTEMDOH 72 by T T AU — NIEFE
IR D ERUZONWT, by T T RV — MR F LM @A EME 14 ROBEICLD ., T
oL BREHA IR THELET,

E™
RETEL
wpne | N
St
fqu A '
(2D
FEEHA GG (WHE5)

LSRG (YRR EE D H R OWRGETE)
LIRSS = ALt STHRIAONIS % ST R AR 2= ) AONCA K3
Z DL B

W N =




image18.png
BIHE 5

A
WA
B ks & A
s | e
FIE
EHi i
EREOHE
4% DR
FH W

SKREWEORENI BT 5 B (EBik, T, Kxs— F75. V=T Ly M)
ERMTHL,





image19.png
BIFLARAES 13 5 (5 15 Z:BI6%)

il

m Jo

LR SR R @

by 7T RV — b SRR B A AT A N

£ A A8 BCHERELE by I TR — FRBEERM A
SN, FROEBY ZOHERELEDT, vy 7T RY — BRI AN E
HAEE 15 e BEIC L B L ET,

o
o
4
*
=





image1.png
BIFLARAES 15 (5 6 4BIER)

# A A
oE B oW R B
A RS OFHE M
kS D%
e @

by 77 A Y — b SRR E B

v 7T AY — FABEF IR D FEOBEEZIT 0O T, AR—YHIRIRFER
FHE 2 RS 6 455 1 HOBEIC LY . BREEEAZRA CTRO LB HFFELET,
R, FENBESNERITI, SHILHFMR I T RT 70T 4 72BN T,
FET D HEMEOF D B, HEL T T DI L EEHVZLET,

il
m
m

i B 4h 4
(3 4EfH) FE

dliml
o
i3
i
)
fit
=3
=

2
il
m
o

G E )
PEHEE (L)

I FHE (g 2)

BT RAAE L IE Ui 3 0 (2 OMEEFIKOSE)
TR OV R A UL 2 s tb 2 b0 (NP OEADRE
SRR Sy (3 2ME) DOREHT L

Z O (FRS O MR B4 )

S U WN—





image2.png
1 HIEERH RN

Yl

Bl

REHL

FITEH1

Bl

3%, FAX

-

FAX :

e-mail

EEEES

2 FAROTEEHEE

THB A - BiR





